































































< 記憶の痕跡 > ということで言えば、大震災
や大津波は、人々が生きてきた記憶の痕跡、生
活の証をまるごと奪い去っていく。この意味で、






















































































































































































0 0 0 0 0
か、あるいは存在しないように仕向けられた














































































































































































ら、< 被害の大小 > という尺度から公害問題を
捉えようとする姿勢に疑義を呈した。この際なの
で、もっとはっきり言っておこう。私はこう考え
る。< 被害の大小 > に基づいて、谷中村と松木
地区の間に線引きし、ランクづけしようとする発





り出されたものである。この < 線引き > に基づ



































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
という負のスパイラル































































けて（…）戦争体験者四百人を対象に [ した ]





























































































































































































追体験するための < 痕跡 > が留められていたか
らである。同じように、私たちは 3.11 原発震災



































「< 記憶 > の問題を、何らかの想起されるべ
き過去の事実についての、その真偽をめぐる争い
に切り詰めることはできない。むしろ、そこでは






























































































たことになりそうです。」（2013 年 5 月 27 日）
「前回のコメントに補足です。事件は、1970






















といいます。また、N の HP の会社の沿革・あゆ
みのページには、このことは記載がありません。」






















実に 40％の人が PTSD 症状を持っていた。阪神
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This article will explore the “traces” that catastrophes engrave on our memory.  I will consider these “traces” 
from a philosophical as well as historical perspective.  I will also discuss the existing situation post 3/11 in Japan. In 
doing so I will cover the following areas; 1) the extinction of “traces” in the case of the tsunami, 2) the engraving of 
“traces” by the forces of capitalism and the state with specific reference to environmental pollution, and 3) engraving 
of “traces” of conflict and of environmental pollution left in our own minds. While insisting on the importance of 
these three areas I will introduce a “nomadic” case in which the people of the region of Nadadoro whole lived in 
Iidate-mura have moved their entire community to another town and in doing so have carried on their own history.
  
（2014 年 5 月 19 日受理）
Several commentaries on “the traces of memory” :
preparing for the oral histories about 3.11 catastroph
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